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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汎用コンピュータと関連づけて用いられる、コンピュータ化された情報源への制限され
合理化されたアクセスを提供するシステムであって、該システムが、
　該汎用コンピュータに動作可能に接続された別個の物品であって、該別個の物品が、ユ
ーザ入力に基づいて１つ以上の特有の予め決められた信号を生成する手段を含み、該１つ
以上の特有の予め決められた信号の各々が、該汎用コンピュータに動作可能に接続された
入力デバイスに関連して該入力デバイスの使用に応答して生成され得るある範囲の信号と
の干渉を実質的に最小限にするように選択される、物品と、
　１つ以上のコマンドを実行することにより該１つ以上の特有の予め決められた信号の各
々に応答するように、該汎用コンピュータを設定する手段と、
を含み、
　該設定する手段が、該１つ以上の特有の予め決められた信号の各々に関連して選択され
た１つ以上のコマンドの各々を、複数のスイッチデータのうちの１つとして格納する手段
を含み、
　該設定する手段が、該複数のスイッチデータのうち、該１つ以上の特有の予め決められ
た信号の各々が受け取られると実行されるべき１つのスイッチデータを選択する手段をさ
らに含み、
　該設定する手段が、該複数のスイッチデータのうちの少なくとも１つを、内部に格納さ
れた該１つ以上のコマンドが認証機構に関連してユーザによって設定可能であるように、
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ダイナミックにロックする手段をさらに含み、
　該システムがさらに、
　該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの１つを受信する手段と、
　該複数のスイッチデータからの、該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの該受
信された１つに関連する該スイッチデータ内に格納された該１つ以上のコマンドを実行す
ることにより、該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの該受信された１つに応答
する、該汎用コンピュータ内の手段と、
を含み、該別個の物品が、マウスパッドを含み、該マウスパッドが、該マウスパッドの外
表面上に設けられた１つ以上の別個のスイッチを含む、システム。
【請求項２】
　前記ユーザ入力に基づいて前記１つ以上の特有の予め決められた信号を生成する前記手
段が、１つ以上のスイッチを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記ユーザに、前記別個の物品を前記汎用コンピュータに動作可能に接続することを奨
励する手段をさらに含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記奨励する手段が、前記１つ以上のスイッチのうちのロック解除されたスイッチデー
タを有する１つ以上を含み、それにより、前記ユーザが前記１つ以上のスイッチのうちの
前記含まれる１つ以上を設定することを可能にする、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記汎用コンピュータがインターネットに動作可能に接続され、前記複数のスイッチデ
ータが、該汎用コンピュータをインターネット上の所定のアドレスにリンクさせる少なく
とも１つのアドレス可能スイッチデータを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記汎用コンピュータをインターネット上の所定のアドレスにリンクさせる前記少なく
とも１つのアドレス可能スイッチデータのうちの少なくとも１つが、前記ロックする手段
によってロックされ、それにより、前記ユーザが、前記１つ以上のコマンドおよび該所定
のアドレスを変更し得ない、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記別個の物品が、企業に関連するマークを含む宣伝用品であり、該企業がインターネ
ット上の前記所定のアドレスにさらに関連し、それにより、前記１つ以上の特有の予め決
められた信号の各々を前記ユーザが入力することにより、前記汎用コンピュータが、イン
ターネット上の該所定のアドレスにリンクすることにより応答する、請求項６に記載のシ
ステム。
【請求項８】
　前記汎用コンピュータがコンピュータネットワークに動作可能に接続され、前記複数の
スイッチデータが、該汎用コンピュータを該コンピュータネットワーク上の所定のリソー
スにリンクさせる少なくとも１つのアドレス可能スイッチデータを含む、請求項１に記載
のシステム。
【請求項９】
　前記汎用コンピュータを前記コンピュータネットワーク上の前記所定のリソースにリン
クする前記少なくとも１つのアドレス可能スイッチデータのうちの少なくとも１つが、前
記ロックする手段によってロックされ、それにより、前記ユーザが前記１つ以上のコマン
ドおよび該所定のリソースを変更し得ない、請求項８に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記設定する手段がさらに、前記複数のスイッチデータを、新しい複数のスイッチデー
タで上書きする手段を含む、請求項８に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記新しい複数のスイッチデータが、前記コンピュータネットワーク上でありかつ前記
汎用コンピュータ外部のいずれかの場所に位置し、該新しい複数のスイッチデータが、該
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コンピュータネットワーク全体での一貫した動作につながる、請求項１０に記載のシステ
ム。
【請求項１２】
　前記設定する手段がさらに、前記複数のスイッチデータを、新しい複数のスイッチデー
タで上書きする手段を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記別個の物品がマイクロホンを含み、前記応答する手段が音声認識ソフトウェアを含
む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　汎用コンピュータと関連づけて用いられる、コンピュータ化された情報源への制限され
合理化されたアクセスを提供する方法であって、
　別個の物品を該汎用コンピュータに動作可能な様式で接続する工程と、
　１つ以上の特有の予め決められた信号の各々に対する該汎用コンピュータの応答の設定
を可能にする工程と、
　該１つ以上の特有の予め決められた信号に対する該設定された応答のうちの１つ以上の
応答の認証機構がない場合、エンドユーザによる再設定を防止する工程と、
　該別個の物品を介して該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの１つを生成する
工程であって、該１つ以上の特有の予め決められた信号の各々が、該汎用コンピュータに
動作可能に接続された入力デバイスに関連して該入力デバイスの使用に応答して生成され
得るある範囲の信号との干渉を実質的に最小限にするように選択される、工程と、
　該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの該生成された１つに関連する該汎用コ
ンピュータの設定に基づいて、該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの１つの受
信に応答する工程と、
を含み、該別個の物品が、マウスパッドを含み、該マウスパッドが、該マウスパッドの外
表面上に設けられた１つ以上の別個のスイッチを含む、方法。
【請求項１５】
　前記別個の物品上に、企業に関連する情報を含むマークを印刷する工程と、
　最終の別個の物品を前記ユーザに提供する工程と、
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記汎用コンピュータを設定する工程が、前記企業に関連するインターネットアドレス
にリンクするように設定される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　企業のインターネットウェブサイトにインターネットユーザを惹きつける際に用いられ
るシステムであって、該インターネットユーザが、インターネットに動作可能に接続され
た汎用コンピュータを有し、該汎用コンピュータがキーボードと他のユーザ入力デバイス
とを有し、該システムが、
　１つ以上の特有の予め決められた入力を生成する手段であって、該汎用コンピュータに
動作可能に接続された手段を有する別個の物品と、
　該汎用コンピュータ内で１つ以上のスイッチデータ記録を設定する手段であって、該ス
イッチデータ記録の各々が、予め決められた入力と、該インターネットユーザが該予め決
められた入力を入力することに応答して実行されるべき１つ以上のコマンドのセットとを
有し、該１つ以上のスイッチデータ記録のうちの第１のスイッチデータ記録が、インター
ネットを介して該汎用コンピュータを該企業ウェブサイトに接続するように設定されダイ
ナミックにロックされており、それにより、該１つ以上のスイッチデータのうちの該第１
のスイッチデータ記録が、認証機構に関連してユーザによって設定可能である、手段と、
　該インターネットユーザによって選択された該予め決められた入力を受け取る手段であ
って、該予め決められた入力が、該１つ以上のスイッチデータ記録のうちの選択された１
つに関連する、手段と、
　該選択されたスイッチデータ記録内に格納された該１つ以上のコマンドを実行する、該
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汎用コンピュータ内の手段と、
を含み、該別個の物品が、マウスパッドを含み、該マウスパッドが、該マウスパッドの外
表面上に設けられた１つ以上の別個のスイッチを含む、システム。
【請求項１８】
　前記インターネットユーザに、前記別個の物品を前記汎用コンピュータに動作可能に接
続することを奨励する手段をさらに含む、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　少なくとも２つのスイッチデータ記録があり、前記奨励する手段が、該スイッチデータ
記録のうちの、前記インターネットユーザによって設定可能な少なくとも１つを含む、請
求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記別個の物品が、前記企業に関連するマークを含む宣伝用品である、請求項１９に記
載のシステム。
【請求項２１】
　前記別個の物品が、前記企業に関連するマークを含む宣伝用品である、請求項１７に記
載のシステム。
【請求項２２】
　汎用コンピュータと関連づけて用いられる、コンピュータ化された情報源への制限され
合理化されたアクセスを提供するシステムであって、該システムが、
　該汎用コンピュータに動作可能に接続された宣伝用品であって、ユーザ入力に基づいて
１つ以上の特有の予め決められた信号を生成する手段を含む宣伝用品と、
　１つ以上のコマンドを実行することにより該１つ以上の特有の予め決められた信号の各
々に応答するように、該汎用コンピュータを設定する手段と、
を含み、
　該設定する手段が、該１つ以上の特有の予め決められた信号の各々に関連して選択され
た１つ以上のコマンドの各々を、複数のスイッチデータのうちの１つとして格納する手段
を含み、
　該設定する手段が、該複数のスイッチデータのうち、該１つ以上の特有の予め決められ
た信号の各々が受け取られると実行されるべき１つのスイッチデータを選択する手段をさ
らに含み、
　該設定する手段が、該複数のスイッチデータのうちの少なくとも１つを、内部に格納さ
れた該１つ以上のコマンドが認証機構に関連してユーザによって設定可能であるように、
ダイナミックにロックする手段をさらに含み、
　該システムがさらに、
　該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの１つを受信する手段と、
　該複数のスイッチデータからの、該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの該受
信された信号に関連する該スイッチデータ内に格納された該１つ以上のコマンドを実行す
ることにより、該１つ以上の特有の予め決められた信号のうちの該受信された１つに応答
する、該汎用コンピュータ内の手段と、
を含み、該宣伝用品が、マウスパッドを含み、該マウスパッドが、該マウスパッドの外表
面上に設けられた１つ以上の別個のスイッチを含む、システム。
【請求項２３】
　前記宣伝用品が、企業に関連するマークを含み、該企業がインターネット上の所定のア
ドレスにさらに関連し、少なくとも１つのアドレス可能スイッチデータのうちの少なくと
も１つが、前記ロックする手段によってロックされた該所定のアドレスに前記汎用コンピ
ュータをリンクする、請求項２２に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、一般的に、コンピュータに関連して使用されるユーザ入力デバイスに関し、よ
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り詳細には、インターネットウェブサイト、ソフトウェアアプリケーション、データファ
イル、または同様の情報源などのコンピュータ化された情報源への制限され、合理化され
たアクセスを提供するシステムためのシステムに関する。
【０００２】
（発明の背景）
コンピュータが普及してきている。コンピュータシステムは、一般的に、ハードウェアお
よびソフトウェアを含む。ハードウェアは、一般的に、プロセッサ（実際には中央演算装
置、他の演算装置、メモリ、及び記憶装置）、周辺機器（モデム、プリンタ）、モニタ、
キーボード、およびマウス（または他のポインティングデバイス）を含む。
【０００３】
マウスの一般的な動作と機能は、周知である。たいていのソフトウェアは、エンドユーザ
がグラフィカルユーザインターフェイス（「ＧＵＩ」）内でカーソルを操作して、そのな
かの様々なセグメントを選択することを要し、それにより特定のコマンドが実行される。
この結果を達成するために、マウスが摩擦を有する表面で動かされ、これにより、マウス
の内部にあるローラボールが平面方向に回転する。この動作は、コンピュータ内に供給さ
れる一連の方向信号に変換され、最終的に物理的平面でのマウスの動作に従ったカーソル
の動作を生み出す。いったんカーソルがＧＵＩ上の所望の位置に到達したら、エンドユー
ザはマウスのボタンを押し、カーソルに対応したオブジェクトを起動する。たいてい、エ
ンドユーザは、マウスの回転の効果を高めるために大きくされた摩擦を有する自由表面を
提供することにより、これらの「マウジング（ｍｏｕｓｉｎｇ）」動作を容易にするため
、マウスパッドを有する。
【０００４】
基本的コンピュータハードウェアおよびマウスパッドに加え、エンドユーザは、ジョイス
ティック、光学スキャナなどさらなるハードウェア、さらにリストサポート（ｗｒｉｓｔ
　ｓｕｐｐｏｒｔ）、フロッピーディスクケースなど他のコンピュータアクセサリを有し
得る。より詳細には、（マウスパッドを含む）コンピュータアクセサリは、ソフトウェア
開発者、コンピュータメーカー、および他の企業にとって、頻度の高い広告ツールであり
、その会社の商標などを印刷したアクセサリが配布されている。しかしながら、任意の宣
伝用品と同様に、単に潜在的顧客の前にその会社の登録商標を提示するだけでは、その宣
伝用品の受領者からの取引を確実にできない。
【０００５】
従って、本発明の目的の１つは、エンドユーザ／宣伝用品の受領者とその宣伝用品を配布
する企業との結びつきを高めることである。
【０００６】
実際のコンピュータシステム自体に話を戻すと、ソフトウェアは、ハードウェアの様々な
要素を制御または操作し、所望の結果を生み出す符号である。コンピュータシステムにお
けるソフトウェアの最も基本的な要素は、オペレーティングシステムである。オペレーテ
ィングシステムは、コンピュータを制御し、エンドユーザが自身のプログラムに入って実
行することを可能にするプログラムである。
【０００７】
他のソフトウェアは、典型的にはアプリケーションと呼ばれ、コンピュータシステムに対
する特定の使用を規定する。アプリケーション（ならびにそのサポートファイルおよびラ
イブラリ）は、コンピュータシステムの記憶装置およびメモリ内に常駐する。所定のアプ
リケーションは、ワードプロセッシング、描画、会計、および他のコンピュータとの通信
を容易にする。アプリケーションの種類は、ほぼ無限である。その結果、たいていのコン
ピュータは、コンピュータのオペレーティングシステムを介してエンドユーザが任意のと
きに利用できる数ダースのアプリケーションを有する。その結果ユーザは、様々なステッ
プを実行して所望のアプリケーションを起動することを、しばしば要求される。
【０００８】
いったんエンドユーザが所望のアプリケーションを起動したら、そのアプリケーション内
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に、エンドユーザが特定のアプリケーション内で様々なタスクを実行するのを補助する様
々なコマンドが存在する。これらのコマンドは、しばしば、プルダウンメニュー、ツール
バー、および他のグラフィカルキューから、グラフィカルユーザインターフェイス内の要
素をマウスを使って選択することによりトリガーされる。ときどき、コマンドは、キーボ
ード上の１つ以上のキーの起動によりトリガーされる。しばしば、コマンドの起動のため
に選択されるキーは、「Ｆキー」（たいてい、標準的キーボードの最上部を横切って配置
され「Ｆ１」から「Ｆ１２」で表示される）の単独機能であるか、Ｃｔｒｌ、Ａｌｔ、お
よび／またはＳｈｉｆｔキーなど他のキーの到達しやすい組み合わせと組み合わせてある
。これらのＦキー（またはキーボード上の任意のキー）の起動は、Ｃｔｒｌ、Ａｌｔ、お
よびＳｈｉｆｔキーのバイナリ状態の指示に従い（即ち、アクティブ／非アクティブ）、
それぞれのキーに対し特有の符号を生成する。
【０００９】
最近人気を博している特定のアプリケーションの１つは、インターネットブラウザである
。インターネットは、コンピュータのネットワークであり、各コンピュータは、特定の特
有のアドレスを有する。これらのコンピュータは、通信ラインによりリンクされている。
情報は、データが宛先に到達するか、ソースに戻されるかするまで、コンピュータからコ
ンピュータに渡される。インターネットブラウザは、エンドユーザがインターネット上の
特定のアドレスと通信することを容易にするアプリケーションであり、特に、そのエンド
ユーザが、エンドユーザのコンピュータ上にグラフィカルページとして現れるファイルに
リンクし、続いてそのファイルをダウンロードすることを可能にし、そのエンドユーザが
そのファイル内の様々なタスクを観て実行し、ワールドワイドウェブ上でユーザがタスク
を実行する状況を創出することを可能にする。一般的に、「ダイアラ」と呼ばれるアプリ
ケーションの制御のもとにある電話回線に接続されたモデムが、ブラウザに応じ、インタ
ーネットサービスプロバイダを介してインターネットへの接続を提供する。その名称が示
唆するように、「ダイアラ」は電話番号をダイアルし、電話ネットワークへのモデムの持
続的な接続をサポートする。あるいは、エンドユーザは、ＩＳＤＮライン、他の直接イン
ターネット接続、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、または広域ネットワーク（Ｗ
ＡＮ）を介してインターネットに接続し得る。
【００１０】
インターネット、モデム、ブラウザ、およびダイアラの普及は、インターネット上での広
告革命につながった。多くの企業が、潜在的および現在の顧客に、その企業や製品および
／またはサービスに関する情報、ならびに他の資料を提供するウェブページ（またはウェ
ブサイト）を作成している。ウェブサイトのなかには、エンドユーザに、製品を購入する
機会や、または少なくともウェブサイトの保持者からの製品の入手可能性を判断する機会
さえ提供しているものもある。実際、控えめに見積もっても、数万の企業がインターネッ
ト上でウェブサイトを作成し、エンドユーザの時間および金を獲得するために争っている
。各ウェブサイトは、「１９４．５６．８２．７」のような長く続く記憶が困難な数字な
どの、インターネットアドレスにより示される。その結果、「ＸＹＺ．ＣＯＭ．」などの
ドメイン名が、サイトのインターネットアドレスに対する、より容易に記憶できる代用と
して開発された。しかしながら、これらのドメイン名も常に容易に記憶できるとは限らな
い。さらに、ドメイン名によっては長いものもあり、したがって打ち込むのが困難である
。さらに、ウェブサイトおよびインターネット上の企業が激増し、企業競争はより熾烈に
なっている。その結果、別のウェブサイトを制して、あるウェブサイトにユーザを「もた
らす」ための任意の強みが重要である。
【００１１】
従って、本発明の別の目的は、別のウェブサイトよりもむしろ、ある企業のウェブサイト
へのユーザーの簡単なアクセスを容易にするための確固たる機構を企業に提供することで
ある。コンピュータキーボードの標準キーとは別個の独立した物体を提供し、スイッチの
固定またはロックがそれらの標準キーの完全な機能性を損なわないようにすることは、本
発明に関連する目的である。
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【００１２】
職場においては、公的なインターネットに加え、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）
、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、イントラネット、エクストラネット、および他の特有の
ネットワークが普及してきている。その結果、ＬＡＮおよびＷＡＮが企業に特有の内部イ
ンターネットを提供している。実際、そのようなＬＡＮまたはＷＡＮ内のコンピュータが
インターネットのようなプロトコルを用いて接続されるとき、そのような設定は「イント
ラネット」と称される。ＬＡＮまたはＷＡＮがイントラネットであるか否かに関わらず、
これらの私有ネットワークは、ユーザのグループに改良された通信およびそのグループの
蓄積された知識へのアクセスを提供し、これにより、グループをより生産的にする。この
生産性は、ユーザが情報を発見し、この比較的新しい科学技術を利用するときに補助を獲
得できる能力に直接関係している。残念ながら、ＬＡＮおよびＷＡＮは、企業内で発達し
ているので、ファイルを移動してハードウェアを再設定しなければならない。従って、任
意の特定の組の情報にアクセスするのに必要とされるコマンドの頻繁な変更を必要とし、
結果として、ネットワークの有用性およびユーザの生産性を損ねている。
【００１３】
従って、本発明の別の目的は、そのようなネットワークのなかで情報のためのロケーショ
ンをユーザが「知る」必要を回避することである。
【００１４】
本発明の他の目的は、本明細書、図面および特許請求の範囲を考慮して明白となる。
（開示の要約）
本開示は、一般的に、コンピュータ化された情報源への制限され、合理化されたアクセス
を提供するためのシステムに関する。本システムは汎用コンピュータと関連づけて使用さ
れる。
【００１５】
本システムは、汎用コンピュータに作動的に接続された別個の物品（ａｒｔｉｃｌｅ）を
含む。この別個の物品は、マウスパッドまたはリストレストなどの宣伝用品を含み得、ユ
ーザ入力を受け取るための手段を含む。このユーザ入力手段は、別個の物品の表面に配置
された１つ以上のスイッチを含み得る。また、別個の物品はマイクロホンを含み得ると想
定される。いずれの場合も、別個の物品は、ユーザ入力に基づく１つ以上の特有の所定信
号を発生するための手段を含む。これらの特有の所定信号は、汎用コンピュータに入力さ
れる。
【００１６】
本システムは、汎用コンピュータを設定するときに、さらに常駐し、１つ以上のコマンド
を実行することにより、１つ以上の特有の所定信号のそれぞれに応答する。この設定手段
は、特有の所定信号のそれぞれの信号の受信に際し、実行されるべきコマンドを選択する
ための手段を含む。また、特有の所定信号のそれぞれの信号に関連して選択されたコマン
ドのそれぞれを、スイッチデータセットの一部として記憶するための手段も含まれる。設
定手段は、スイッチデータの少なくとも１つを動的にロックするための手段をさらに含み
、これにより、ユーザは、その内部に記憶されたコマンドを、パスワードなどの認証機構
に関連して設定できる。
【００１７】
本システムは、汎用コンピュータによる特有の所定信号の１つの受信に応答するための手
段をさらに含む。この手段は、上記１つ以上の特有の所定信号のうちの上記受信された信
号に関連するスイッチデータ内に記憶されたコマンドを実行する。
【００１８】
また、本システムは、別個の物品をユーザがコンピュータに接続することを推奨するため
の手段を含む。実施形態の１つでは、この推奨手段は、ユーザ入力のためのいくつかのス
イッチまたは他の手段がロックされておらず、ユーザが少なくともいくつかの応答を設定
することを許可されていることを確実にする際に、常駐する。
【００１９】
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本システムは、汎用コンピュータが作動的にインターネットに接続されているときに、と
りわけ有用である。そのような場合、スイッチデータは、上記汎用コンピュータをインタ
ーネット上の所定のアドレスにリンクするコマンドの組を少なくとも１つ含む。好適な実
施形態では、このインターネットリンクは、ロック手段によりロックされ、これにより、
上記ユーザは、上記１つ以上のコマンドおよび上記所定のアドレスを変更することができ
ない。従って、別個の物品が、ある企業に関連するというマークを含んだ宣伝用品であり
、その企業がインターネット上にアドレスを有している場合、関連する特有の所定信号の
ユーザ入力により、上記汎用コンピュータは、その企業のインターネットサイトにリンク
することによって応答する。
【００２０】
本システムは、スイッチデータに新しいスイッチデータを上書きするための手段をさらに
含み得る。汎用コンピュータがコンピュータネットワークに作動的に接続されている場合
、この新しいスイッチデータは、コンピュータネットワークのどこかに位置し得、コンピ
ュータネットワーク全体の一貫した動作に導く。
【００２１】
また本開示は、コンピュータ化された情報源への制限され、合理化されたアクセスを提供
するための方法も開示し、この方法は、別個の物品を作動的な様態で汎用コンピュータに
接続するステップと、１つ以上の特有の所定信号に応答するように汎用コンピュータを設
定するステップと、設定された応答を１つ以上の特有の所定信号にロックするステップと
、別個の物品により１つ以上の特有の所定信号の１つを生成するステップと、１つ以上の
特有の所定信号の１つの生成に関連した汎用コンピュータの設定に基づいて、１つ以上の
特有の所定信号の１つの受信に応答するステップと、を含む。
【００２２】
本方法は、別個の物品にマークをつけるステップをさらに含み得、このマークは、企業に
関する情報を含み、別個の物品をユーザに提供する。本方法は、１つ以上の特有の所定信
号に応答して、企業に関連するインターネットアドレスにリンクするように、汎用コンピ
ュータを設定するステップをさらに含み得る。
【００２３】
（発明を実施するための最良の形態）
本発明は多くの異なる形態での実施形態が可能であるが、本開示は本発明の原理の例示と
みなし得、説明する実施形態に本発明を制限するものではない旨を理解すると共に、多く
の実施形態を図面に示し、且つ、本明細書中に詳細に説明する。
【００２４】
図１は、標準的な汎用コンピュータ１１およびモニタ１２、キーボード１３、マウス１４
、ならびにモデム１５を含むコンピュータシステム１０を示す。これらは各々、周知の様
態で汎用コンピュータ１１に動作的に接続される。汎用コンピュータ１１は、ＰＥＮＴＩ
ＵＭ（登録商標）型コンピュータ、または、いくつか名前を挙げると、ＷＩＮＤＯＷＳ（
登録商標）９５、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）ＮＴ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ州Ｃｕｐｅｒ
ｔｉｎｏのＡｐｐｌｅ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ社のＳｙｓｔｅｍ７、またはＵＮＩＸ等のオペ
レーティングシステムの下で動作する他の汎用コンピュータであり得る。モニタ１２は標
準ＳＶＧＡモニタまたは他のディスプレイユニットであり得る。キーボード１３は、数字
キーパッドならびにさまざまなファンクションキーまたはＦキーを有する標準１０１－ｋ
ｅｙキーボードであり得る。モデム１５はフォンジャック１６を介してインターネットに
接続される。モデム１５を外部に示したが、モデム１５が内部モデムでもあり得ること、
または、専用コネクションを介してインターネットへ接続され得ることが想定されている
。さらに、特定の構成において、汎用コンピュータ１１は、ネットワークコネクション１
７を介して当業者に周知の様態でコンピュータ１１をＬＡＮまたはＷＡＮに接続するネッ
トワークインターフェースカードを含み得る。公知のように、インターネットへの接続は
、モデム１５を使用することなくＬＡＮまたはＷＡＮを介して（ネットワークインターフ
ェースカードを介して）も達成され得る。
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【００２５】
図１ａに示すように、汎用コンピュータ１１はＣＰＵ、ＡＬＵ、メモリ、記憶装置、およ
び他のハードウェアドライバを含む。当業者に周知のように、これらの構成要素は、協働
して命令を実行し、データを処理し、そして、オペレーティングシステムおよび１つ以上
のアプリケーションを含むさまざまなセットのコンピュータコードを実行する。
【００２６】
図１はまた、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システムの一部分で
あるマウスパッド１００を示す。マウスパッド１００の代わりに、リストパッド、ペーパ
ーウェイト、コースター、およびこれら以外にも本願明細書を有する者に理解されるよう
な他の物体（ｏｂｊｅｃｔ）等の他の個別の物品（ａｒｔｉｃｌｅ）を使用し得る。本シ
ステムの他の構成要素は、汎用コンピュータ１１のメモリおよび／または記憶装置内に含
まれるソフトウェア１０１である。情報源への制限され、合理化されたアクセスのための
本システムをインストールする手順を、図面の図４に示す。
【００２７】
まず、マウスパッド１００を汎用コンピュータ１１に接続する（ステップ２００）。図面
の図６に示すように、マウスパッド１００は、プラットフォーム１０１、通信ライン１０
２、スイッチ１０３ａ～１０３ｈ、および摩擦抵抗のあるパッド１０４を含む。図２に示
すように、プラットフォーム１０１は、スイッチ１０３ａ～１０３ｈ（スイッチアレイ１
０３とのみ示す）をスキャンし且つ駆動する回路内に含まれている。勿論、何個のスイッ
チでマウスパッド１００を構成しても、本発明の範囲内に含まれる。好適な実施形態にお
いて、これらのスイッチは機械式瞬時接点スイッチ（ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　ｍｏｍｅｎ
ｔａｒｙ　ｃｏｎｔａｃｔ　ｓｗｉｔｃｈ）であるが、他のタイプのスイッチを使用して
もよく、膜スイッチ、容量性スイッチ（ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｓｗｉｔｃｈ）、ＬＣＤ
タッチスイッチ、および全てのタイプの機械式トグルスイッチが挙げられるが、これらに
限定されない。
【００２８】
従来技術においてみられたように、マウスパッド１００の摩擦抵抗のあるパッド１０４に
は、従来公知の印刷技術を用いて、マーク５００が印刷され得る。マーク５００は、特定
の会社のロゴまたは商標であり得、この会社がマウスパッドを顧客および将来顧客となり
得る人々にこのマウスパッドを配布する。マーク５００に加えて、マウスパッド１００は
また、その上に、ある論理的な様態でマーク５００に対応するマーク５０１が印刷されて
いる。図６に示すように、マーク５０１は、スイッチ１０３ａ～１０３ｈの１つ（例えば
スイッチ１０３ｇ）に隣接して印刷され得る。各スイッチに隣接する表面に書き込みを行
うユーザによって他のスイッチが識別され得る。この表面は乾式消去（ｄｒｙ－ｅｒａｓ
ｅ）材料から形成され、ユーザのニーズが変わった場合にスイッチのラベルを貼り替える
のが容易であり、この表面上に乾式消去マーカー（ｄｒｙ－ｅｒａｓｅ　ｍａｒｋｅｒ）
を用いてユーザが書き込みを行う。
【００２９】
マウスパッド１００は、通信ライン１０２を介して汎用コンピュータ１１に電気的に接続
される。図１および図１ａに示すように、汎用コンピュータ１１は、複数の通信ポートを
含む。この通信ポートを介して、汎用コンピュータは、モデム、キーボード、マウス、お
よびプリンタ（図示せず）等の周辺装置に接続される。図１ａに示す好適な実施形態にお
いて、マウスパッド１００は通信ポート５０に接続される（簡略化のため、他のポートは
図示せず）。
【００３０】
通信ポート５０は、双方向ポートまたは汎用コンピュータ１１への単なる入力ポートであ
り得る。本発明の好適な実施形態において、通信ポート５０は標準キーボードポートであ
るが、標準マウスポート、パラレルポート、赤外線（ＩＲ）ポート、他の無線、またはシ
リアルポートが使用され得る。あるいは、通信ポート５０は、情報源への制限され、合理
化されたアクセスのための本システムのための専用拡張カードに設けられ得る。このよう
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な専用カードの機能および構造は、これら以外にも、本願明細書を有する当業者によって
容易に理解され得る。
【００３１】
好適な実施形態において、通信ライン１０２を介した汎用コンピュータ１１への電子接続
はまた、スイッチアレイ１０３およびエンコーダ／ドライバ１０５に電力を供給するため
に、マウスパッド１００に電力を供給する。あるいは、マウスパッド１００はＡＣ主電源
への独立した接続を有し得る。このことはまた、マウスパッド１００に関連して、変圧器
ならびにＴＴＬまたはＥＣＬレベル電圧調整器の追加を要求する。
【００３２】
マウスパッド１００への接続に汎用コンピュータ１１のいずれのポートを用いるかによっ
て、キーボード１３、プリンタ、またはマウス１４のうちの１つを、それぞれステップ２
０１ａ、ステップ２０１ｂ、ステップ２０１ｃにおいて、通信ポート５０に再接続する必
要があってもよい。図１に示すように、マウスパッド１００は汎用コンピュータ１１のキ
ーボードポートに接続されているが、本発明の好適な実施形態においてみられるように、
キーボード１３は、マウスパッド１００の通信ライン１０２を介してポートに再接続する
必要がある。
【００３３】
好適な実施形態において、キーボード１３の信号は、マウスパッド１００の信号と「出力
結合（ｗｉｒｅｄ－ｏｒ’ｅｄ）」される。ある程度のさらなる複雑さを有する「出力結
合」構成の代わりに、マルチプレクシング等の２つの信号源を１つの入力に接続する他の
手段を使用し得る。したがって、マウスパッド１００のスイッチアレイ１０３およびキー
ボード１３からの信号は、汎用コンピュータ１１への同じ入力において混信される。この
構成を容易にするために、スイッチアレイ１０３は、好適には、スイッチの切り換えのた
めのスキャニングの緩和のカラム－ロウマトリクス（ｃｏｌｕｍｎ－ｒｏｗ　ｍａｔｒｉ
ｘ）状に構成される。公知のように、時分割マルチプレクシングを用いるエンコーダ／ド
ライバ１０５は、特有のスイッチ切り換えをセンスするために、カラムおよびロウを順次
駆動し、得られる信号をセンスする。スイッチの切り換えを検出すると、エンコーダ／ド
ライバは、通信ライン１０２を介して汎用コンピュータ１１に符号化された信号を送信す
る。好適な実施形態において、このコードはｓｈｉｆｔ＋ａｌｔ＋ｃｔｒｌの状態および
以下のコードを含む：
【００３４】
【表１】

これらのスキャンコードは、キーボード１３上のＦキー用の標準ＡＳＣＩＩスキャンコー
ドである。しかし、特にエンドユーザがそれらのキーを不注意に且つ同時に作動すること
はまず起こり得ないので、付随する状態が選択された。同様に、他のアプリケーションが
、ユーザによって作動されるキーのこの組み合わせを要求するコマンドを含むことはまず
ありそうにない。したがって、このエンコーディングフォーマットは、キーボード１３か
らではなくマウスパッド１００によって生成されていることが容易に識別され、且つ、依
然標準キーボードエンコーディング方式の「範囲」内にある。特定的な開示された値は、
スイッチアレイ１０３によるキーボード１３の適切な動作での干渉を防止し、且つ、スイ
ッチ１０３ａ～１０３ｈについて特有のコードを提供する、数多くある考え得るスイッチ
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エンコーディング方式のうちの１つのみを提供する。他の同じ効果を有するエンコーディ
ング方式が、本発明の範囲から逸れることなく採用され得る。
【００３５】
マウスパッド１００の汎用コンピュータ１１への物理的接続に続いて、エンドユーザは、
情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システムのソフトウェア部１０１
をインストールする（ステップ２０２）。このシステムの好適な実施形態において、スイ
ッチ１０３ａ～１０３ｈのうち１つ以上のスイッチを押し下げることをユーザに要求し、
そのスイッチに割り付けられたコードの受け取りを待つことによって決定されるように、
ソフトウェアのインストールは、マウスパッド１００がコンピュータ１１に電気的に接続
されない限り完全には実行されない。インストールは、１つ以上のフロッピーディスクま
たはＣＤ－ＲＯＭを汎用コンピュータ１１に挿入すること、および、インストールプログ
ラムを起動するコマンドを実行することを含み得る。このインストールプログラムは、本
システムのインストールための専用のプログラムである。本発明の好適な実施形態のよう
に、このインストールプログラムは、Ｉｌｌｉｎｏｉ州ＳｃｈａｕｍｂｕｒｇのＩｎｓｔ
ａｌｌＳｈｉｅｌｄ社から市販されているＩＮＳＴＡＬＬＳＨＩＥＬＤプログラムで開発
し得る。ソフトウェア部１０１は、（ＥＥＰＲＯＭまたはパッド内の他の同様のデバイス
内にロードされるように）マウスパッドから通信ライン１０２を介して、もしくは、コン
ピュータネットワークまたはインターネット上のウェブサイトからネットワークコネクシ
ョン１７を介して、汎用コンピュータ１１にダウンロードされ得ることが、また考えられ
る。いずれの場合にも、本発明のある実施形態において、このダウンロードはマウスパッ
ド１００の汎用コンピュータ１１への物理的接続によって指示され得る。このような場合
、マウスパッド１００は、ダウンロードを行う旨を指示する実行可能なファイルを含み得
る。さらに別の実施形態において、ソフトウェアのダウンロードは、ネットワーク接続を
介して、ネットワーク管理者によって指示され得る。
【００３６】
図面の図３は、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システムのソフト
ウェアおよびコンピュータハードウェア部の模式ブロック図を示す。特に、ソフトウェア
１０１は、付属キーボードドライバ（ａｎｃｉｌｌａｒｙ　ｋｅｙｂｏａｒｄ　ｄｒｉｖ
ｅｒ）１１０、ランタイムＤＬＬ１１１、ポップアップモニタ１１２、アプリケーション
１１３、各種データファイル１１４ａ、１１４ｂ、および１１４ｃ、ならびにコントロー
ルパネル１１５を含む。
【００３７】
モデム接続を用いた本システムのインストレーションにおいては、設定ルーチンは、ソフ
トウェア１０１によって用いられるコンピュータ１１の記憶装置内のダイアラプログラム
をセットアップする（ステップ２０３）。「ダイアラプログラム」とは、指定されたパラ
メータのセットおよび電話番号によってモデム１５を制御するコードである。本発明の一
実施形態において、単純化されたダイアラが、インストールされるソフトウェア部１０１
に含まれる。あるいは、ソフトウェア１０１は、汎用コンピュータ１１の記憶装置から既
存のダイアラプログラム（例えばＲｅｄｍｏｎｄ、ＷａｓｈｉｎｇｔｏｎのＭｉｃｒｏｓ
ｏｆｔ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＤＩＡＬＥＲなど）をコピーし
、そのコピーをソフトウェア１０１の使用のために統合してもよい。同様に、インターネ
ット、イントラネットまたはエクストラネットに関連するインストレーションにおいて、
設定ルーチンは、コンピュータ１１の記憶装置中の既存のブラウザプログラムを見つけ、
これをソフトウェア１０１と統合する。大部分のブラウザプログラムは外部ソースからイ
ンターネットアドレスを受け取るために同一の動作をすることにより、この統合を容易に
する。この統合の最終結果として、以下により詳細に説明されるように、装置のエンドユ
ーザによるインターネット型のアクセスが容易にされる。
【００３８】
ソフトウェア１０１はコンピュータ１１にロードされた後、そのコンピュータ内で動作す
るように設定されなければならない（ステップ２０４）。この新規のシステムはコンピュ
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ータ１１上の全てのセッションの度毎にそのセッションの間中アクティブであることが意
図されるため、この設定は、コンピュータ１１が電源投入される度毎に、オペレーティン
グシステムがコンピュータ１１の動作用のすべての必須ハードウェアドライバをロードし
た後でソフトウェア１０１をロードするような、ソフトウェア１０１へのリンクを含まな
ければならない。
【００３９】
設定ルーチンはさらに、汎用コンピュータ１１と関連してのマウスパッド１００上のスイ
ッチ１０３ａ～ｈの動作用の、定義のホームセット（ｈｏｍｅ　ｓｅｔ）をロードする。
このスイッチ定義のホームセットは、メーカーまたはその他の者によって設定される。以
下により詳細に説明するように、このスイッチ定義のホームセットは、コンピュータネッ
トワークまたはインターネット上の特定の情報へとエンドユーザを導く機能を有する、１
つ以上の「ロックされた」定義を含んでいてもよい。
【００４０】
ソフトウェア１０１の設定はまた、スイッチ定義のセットの場所へ至るパスの識別を包含
してもよい。これは特に、コンピュータネットワーク（例えばＬＡＮやＷＡＮなど）イン
ストレーションにおいて当てはまる。なぜなら、ネットワーク管理者がＬＡＮまたはＷＡ
Ｎユーザのグループ全体にわたって１つ以上のスイッチの動作を管理したいことがあり得
るためである。特に、各ＬＡＮまたはＷＡＮユーザを単一のファイルパスあるいは単一の
スイッチ定義のセットに導くことによって、ネットワーク管理者が、ファイルサーバ、通
信サービス、テキストまたは実行可能ファイルあるいはＬＡＮまたはＷＡＮ内において再
アドレスまたは再定義され得るその他のタイプの情報へとＬＡＮまたはＷＡＮユーザを導
くことを、ソフトウェア１０１は容易にする。この機能は、マウスパッド１００およびソ
フトウェア１０１を介してネットワーク上のすべてのユーザに影響する単一のスイッチセ
ット定義ファイルの変更を可能にすることによって、ネットワーク管理に含まれるタスク
を単純化する。本システムの再販売者またはメーカーはまた、スイッチ定義の更新セット
をｅメールまたはその他で配信することにより様々なスイッチ定義を遠隔的に再設定する
ことで、この機能を利用し得る。一実施形態において、再販売者またはメーカーのウェブ
サイトにリンクした際に、システムが本発明のシステムを備えているものとしてシステム
自身を識別することにより、この機能はさらに容易化され得る。
【００４１】
好適な実施形態において、設定ルーチンはまた、様々なアイコン、プログラムグループ、
アンインストーラ、ｒｅａｄｍｅファイルおよびユーザインターフェースを作成する。さ
らに、いくつかの実施形態において、設定ルーチンはまた、本発明のシステムの動作に関
連するグラフィクス特性を高めるために、オプショナルなアニメーショングラフィクスを
ロードし得る。
【００４２】
ソフトウェア１０１のインストレーションおよび／または設定中のある点において、エン
ドユーザは、システムのインストレーションを登録するために、シリアルナンバーおよび
個人情報を供給するように促され得る。要求される情報は、システム設定情報（ダイアラ
タイプ、モデムタイプ、ブラウザタイプ、汎用コンピュータ１１上にインストールされる
プログラムのタイプなどを含む）を含み得る。これらはまた、システムメーカーからのテ
クニカルサポートを容易にするためにオペレーティングシステムから直接得られてもよい
。得られた登録情報は、ｅメールまたはメーカーのコンピュータシステムとのダイレクト
リンクとして、モデム１５またはネットワーク接続１７を介して装置のメーカーに電子的
に送信され得る。本発明の一実施形態において、エンドユーザおよび製品のインストール
に関する情報を提供するため、この情報はさらに、ディストリビュータまたはその他のマ
ウスパッド１００およびソフトウェア１０１の配信、設定および／または製造に関連する
者へも供給されてもよい。追加的にあるいはこの代替として、登録情報は、メーカーへハ
ードコピーとして送付するためにプリントアウトされるか、および／またはコンピュータ
１１の記憶装置中の登録ファイル中に維持されてもよい。
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【００４３】
登録情報が完了した後、ユーザは登録情報のダウンロードを許可するように促される（ス
テップ２０５）。いくつかの実施形態において、この情報はインターネットを介してｅメ
ールで送られる。他の実施形態において、この情報は指定された電話番号へ直接送られる
。登録情報を直接ダウンロードする実施形態においては、ダイアラがセットアップされて
ブラウザが発見された時点で、直接登録のための予め定義された番号がダイアラへ予めロ
ードされているであろう。前述のように、この番号はシステムのメーカーあるいは装置お
よびソフトウェアの配給に関わる別の会社用のものであり得る。
【００４４】
インストールが完了すると、エンドユーザは、コンピュータ１１を再起動することによっ
て、本システムの動作に必要とされるメモリ常駐コードが正しく呼び出されたことを確実
にするように促される。コンピュータ１１は、コンピュータシステムを設定し且つその動
作をベリファイすることにより、ソフトウェア１０１のインストール以前と同様に、再起
動する。そして、オペレーティングシステムがメモリにロードされる。オペレーティング
システムのロード後に、ソフトウェア１０１がロードされてその動作が開始される。
【００４５】
図７に示すように、ソフトウェア１０１はシステムを初期化することから開始する（ステ
ップ３００）。この初期化ステップは、ソフトウェア１０１を呼び出してマウスパッド１
００に電源投入することを包含する。図３は、ソフトウェア１０１の、コンピュータ１１
上で実行されている他のソフトウェアおよびドライバとの相互関係を示している。図３に
示すように、ソフトウェア１０１は、イベントモニタ１１０を介してイベントに関連する
データを受け取る。一実施形態において、イベントモニタ１１０は、標準的な接続を崩し
て通信ポート５０とキーボードドライバ５１との間に設けられてもよい（点線５２に示す
）。好適な実施形態において、イベントモニタ１１０は、予め定義されたコードのいかな
るインスタンスもイベントモニタ１１０へと送る既存のコマンドを用いて、予め定義され
た「イベント」コードのセットをオペレーティングシステムに対して登録する。いずれの
実施形態においても、正しい動作を確実にするために、ソフトウェア１０１は、汎用コン
ピュータシステム１１内において競合を起こし得る他のいかなるソフトウェアよりも以前
にロードされることが重要である。
【００４６】
好適な実施形態において、通信ライン１０２を介して受け取られたマウスパッド１００か
らのデータは、マウスパッド１００内のエンコーダ／ドライバ１０５により「マウスパッ
ド状態コード」を用いてエンコードされた状態（例えばｓｈｉｆｔ＋ａｌｔ＋ｃｔｒｌ）
を有する。マウスパッド状態コードを検出すると、オペレーティングシステムは、ランタ
イムＤＬＬ１１１へと関連するデータをリダイレクト（またはイベントモニタがデータを
インターセプトする）。ランタイムＤＬＬ１１１は、必要に応じてポップアップモニタ１
１２およびソフトウェアコード１１３に対してソフトウェア呼び出しを行うことにより、
マウスパッド１００のスイッチアレイ１０３中の特定の押下されたスイッチの取り扱いを
容易にする。標準的な動作を以下に説明する。従って、初期化ステップ中において、これ
らのコード要素はまたロードされてアクティブにされなければならない。
【００４７】
初期化ステップの後、ソフトウェアコード１１３は設定アップデートをチェックする（ス
テップ３０１）。前述のように、ネットワーク管理者は、コンピュータ１１の記憶装置内
または対応するＬＡＮまたはＷＡＮ上のファイル位置に、ソフトウェア１０１を設定し得
る。エンドユーザのローカル設定ファイル１１４ｂがグローバルファイルに対してカレン
トでなければ、グローバルファイルをローカル設定ファイルに対してダウンロードし、ア
ップデートログレジスタをアップデートの日付で更新する（ステップ３０２）。同様な機
能がメーカーまたはシステム統合者によって望まれ得ることがまた考えられる。
【００４８】
この時点において、ソフトウェア１０１はバックグラウンドに消えて行き、スイッチアレ
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イ１０３中の１つのスイッチの作動を継続的にモニタする（ステップ３０３）。このステ
ップは、マウスパッド１００上のそのようなスイッチ作動に関連するデータをさらなる処
理のためにランタイムＤＬＬ１１１へと渡すイベントモニタ１１０によって、容易にされ
る。当該分野において公知であるように、マウスパッド１００上のスイッチの押下は、汎
用コンピュータ１１のオペレーティングシステムによって「イベント」として見なされる
。このシステム内において、スイッチの押下以外のイベントもまた利用し得ることが考え
られる。そのようなイベントの１つは、マイクロフォンを用いた音声認識ソフトウェアに
よって促され得る。音声認識ソフトウェアは、スイッチ１０３ａ～ｈのコードと同様なコ
ード、またはその他のイベントモニタ１１０にプログラミングされたコードを出力するよ
うに、設定され得る。ソフトウェア１０１の動作を引き起こす他の所定のコードを生成す
る、別のファイルまたはプログラムの実行内において、別のイベントが促され得る。特定
の作動されたスイッチその他の特有なイベントは、その設定に従って処理を受ける（ステ
ップ３０４）。
【００４９】
マウスパッド１００上の各スイッチ１０３ａ～ｈは、特定の情報セットまたは動作への合
理的なアクセスを容易にするように、設定される。例えば、あるスイッチの作動は一貫し
て、あるアプリケーションを起動させたり、ショートカットまたはエイリアスを起動した
り、文書を（関連付けられたアプリケーションとともに）立ち上げたり、マクロまたは一
連のキーストロークを実行したり、インターネットウェブサイトに行ったり、あるいはネ
ットワークサーバにログインするなど、他にも動作が考えられる。これらのスイッチの各
々を設定する方法は、図５を参照して理解され得る。
【００５０】
まず、スイッチ１０３ａ～ｈのうち１つを設定用に選択しなければならない（ステップ４
００）。そのような選択は、マウスパッド１００上のスイッチ１０３ａ～ｈのうちで以前
には未定義であったスイッチを押すこと、あるいはコントロールパネル１１５上に現れた
スイッチ１０３ａ～ｈのうちの１つのグラフィカル表現をマウス１４を用いて周知の方法
で選択することにより、達成され得る。もちろん特定のスイッチを選択するための他の方
法、例えばスイッチと関連付けられた一意の識別子を打ち込むことや、その他の周知のユ
ーザ入力動作もまた本発明の範囲内であり、本明細書に開示した方法は例示目的のみであ
ることが理解される。
【００５１】
スイッチが選択されると、ソフトウェア１０１は、そのスイッチがパスワード保護されて
いるかどうかを判定する（ステップ４０１）。パスワード保護されている場合、正しいパ
スワードを持つユーザのみがそのスイッチを設定できる（ステップ４０１ａおよび４０１
ｂ）。本発明の好適な実施形態においては、権限の大きいものから順に、メーカー、ＯＥ
Ｍ、システムインテグレータ、システム管理者、エンドユーザというパスワードの階層が
ある。つまり、メーカーのパスワードは、そのシステムに対する他の全てのパスワードよ
りも優先される。他のパスワードについても同様である。
【００５２】
そのスイッチがパスワード保護されていない場合、あるいは、そのユーザがパスワードを
持っている場合、ユーザは、そのスイッチについての機能を選択するように促される（ス
テップ４０２）。これらの機能は、なかでも、常に同じアプリケーションを起動すること
、文書を（関連付けられたアプリケーションと共に）起動すること、ショートカットまた
はエイリアスを起動すること、マクロまたは一連のキー操作を実行すること、またはイン
ターネットウェブサイトを訪問することを含み得る。所望の機能を実行するようにスイッ
チを設定する際の一助となるように様々なダイアログボックスがユーザに与えられ得る。
好適な実施形態において、特定のスイッチをアプリケーションの起動用に設定するように
エンドユーザがソフトウェア１０１に命令した場合、そのユーザに、コンピュータ１１内
で見つかった利用可能なアプリケーションのリストが示される。別の実施例において、別
のスイッチを、コンピュータ１１にインターネットウェブサイトを訪問させるために設定
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するように、ユーザがソフトウェア１０１に命令した場合、そのユーザに、インターネッ
トブラウザの「ブックマーク」セクション内で見つかったサイトのリストが示される。無
論、いずれの実施例においても、エンドユーザには、各実施例に応じて実行可能ファイル
またはＵＲＬの名前をキーボード１３からタイプするというオプションも与えられる。
【００５３】
ソフトウェア１０１の好適な実施形態において、あるスイッチにある機能を割り付けると
、その実行可能なファイル名、アイコン名および／またはＵＲＬからとった所定数の文字
が、そのスイッチのテキスト識別子として割り付けられる。いくつかの実施形態において
は、ソフトウェアプログラムにおいて一般的に行われているように、エンドユーザが、自
動生成された識別子を選択して、キーボード１３を介して代替名称をタイプすることによ
り、スイッチ識別子を変更することができる。エンドユーザがこのようなコントロールを
行うことができるようにする実施形態においては、複数のスイッチから選択された１つの
スイッチに機能（および、識別子）を割り付けた後、エンドユーザに、そのスイッチ設定
に対してパスワード保護を付けるというオプションを与えてもよい（ステップ４０３）。
ユーザが、そのような保護を望む意思を示した場合、ソフトウェア１０１は、パスワード
の入力を促し、そのパスワードを確認し、その選択された特定のスイッチの設定を保護す
るための新しいパスワードを保存する（ステップ４０３ａ～４０３ｃ）。そして、設定ル
ーチンを終了する。無論、ユーザは、この設定処理を再び開始することによって、そのエ
ンドユーザがアクセスを有する限りいくつでもキーを設定することができる。
【００５４】
この設定ルーチンの結果は、スイッチオブジェクト５００（図３に図示）のようなスイッ
チオブジェクトに書き込まれる。様々なスイッチオブジェクトは、特定的にアドレシング
可能となるように、グループ化され、まとめられる。８つのスイッチオブジェクト（即ち
、５００～５０７）が１つのスイッチセットとしてグループ化される。１つのスイッチセ
ットにグループ化されるスイッチオブジェクトの数は、マウスパッド１００上のスイッチ
アレイ１０３内にあるスイッチの数と等しくするべきである。図３に示すように、好適な
実施形態においては、ソフトウェア１０１によってサポートされる２つ以上のスイッチセ
ットがあってもよい。このような実施形態においては、各スイッチセットのスイッチ１０
３ａ～１０３ｈの１つは、全セットを通ってホームセット（即ち、ソフトウェア１０１の
初期化状態における最初のセット）に戻るようにセットからセットへと巡回的にトグルさ
せるための専用スイッチとなる。その時点でフォーカスがあるスイッチセットによって、
マウスパッド１００上のスイッチ１０３ａ～１０３ｈの機能が決定する。複数のスイッチ
セットがある設定においても、エンドユーザのアクセスを１つ以上のスイッチセットに制
限して、必要なパスワードなしにはその他のスイッチセットにアクセスできないようにす
ることが可能であることに留意されたい。
【００５５】
このソフトウェアの好適な実施形態において、エンドユーザが、音声またはアニメーショ
ンを割り付ける等、スイッチの起動に関する他の設定を行えるようにする。さらに、ソフ
トウェア１０１によって、エンドユーザが、あるスイッチの設定を別のスイッチにコピー
したり、あるスイッチから別のスイッチへとスイッチの設定を移動したり、あるスイッチ
の設定を削除したり、および／または、あるスイッチの設定を変更したりすることを容易
にしてもよい。このような操作は、キーボード１３および／またはマウス１４を用いてグ
ラフィカルユーザインターフェースまたはモニタ１２を介して行われ得る。従来と同様に
、この操作によってあるスイッチ設定を変更しようとして、そのスイッチがパスワード保
護されていた場合、ソフトウェア１０１は、この操作が完了する前に、エンドユーザにそ
のパスワードの入力を促す。
【００５６】
図面中の図６ａは、マウスパッド１００上のスイッチ１０３ａ～１０３ｈ用のオプショナ
ルテンプレートを示す。具体的には、各スイッチセットについてのスイッチの割り付けを
ユーザが書き込むことを容易にするために、このテンプレートは、透明で、乾式消去材料
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から製造され得る。セッションの途中でスイッチセットのフォーカスが変わったときには
、このテンプレートを外して別のテンプレートに交換することができる。あるいは、図面
中の図６ｂは、スイッチ１０３ａ～１０３ｈに対応したディスプレイを示す。ある実施形
態において、このディスプレイは、液晶ディスプレイであり、通信ポート５０を介してコ
ンピュータ１１内のディスプレイドライバによって駆動される。通信ポート５０は、本実
施形態においては、必然的に、双方向のものである。ディスプレイ５０２は、スイッチ設
定処理中に特定されたスイッチ識別子または他のグラフィックを表示する。複数のスイッ
チセットが使用できる実施形態においては、「フォーカスのあるもの」に関連付けられた
識別子およびグラフィックが表示される。このようにすれば、本システムの使用がさらに
高度かつ簡単になる。
【００５７】
上記システムの主要な用途の１つは、企業または他のエンティティのより効果的なマーケ
ティングおよび／または広告活動である。しばしば、これらのエンティティおよび企業は
、その会社の商標、ロゴ、および／または、その企業およびその企業の製品／サービスに
関する他の情報のようなマークを印刷した、マウスパッド、リストレスト、ペーパーウェ
イト、電卓、時計などの宣伝用品を購入し、それを、見込み客および既存の顧客に配布す
る。マウスパッド１００の場合、摩擦抵抗のあるマット１０４に、マーク５００のような
様々なマークを印刷することが可能である。これらのマウスパッドは、広告者のメッセー
ジを効果的に顧客に目立つ場所に提示するものの、印刷された広告者と取引きを行うよう
にその顧客を仕向ける機能を備えたものではない。
【００５８】
このエンドユーザ／見込み客をアクティブなリンクを介して広告者に接続すれば、その顧
客が広告者のところで買物をする確率がずっと高くなる。上記のシステムを用いて、マウ
スパッド１００上の印刷マーク５００に加えて、広告者は、広告者のインターネットウェ
ブサイトを訪問する（ダイアラおよびブラウザを起動して、企業によって選択されたドメ
イン名（またはＵＲＬ）をロードする）ように定義されたスイッチを少なくとも１つ含む
スイッチセットを定義し得る。その後、このスイッチオブジェクトの定義をパスワードで
ロックし、これにより、広告者のウェブサイトが継続的にアクセスされるようにする。マ
ーク５０１は、何らかの方法で広告者に対応付けられる。さらに／あるいは、マーク５０
０は、インターネット上でその企業を訪問するように定義されたスイッチに対応させて印
刷される。公知であるが、このインターネットウェブサイトには、さらなる広告があって
もよいし、さらには、その広告者に対して直接発注を行うためのシステムがあってもよい
。たとえ、そのインターネットウェブサイトが買物をするための手段を提供しない場合で
も、この新しい次元の広告活動により、マーケティイングに費やされる労力は、その企業
にとってより生産性の高いものとなる。ユーザがその企業のウェブサイト（情報源）への
合理化されたアクセスを常に有することにより、顧客が、広告者のことを考えるだけでな
く、その広告者から商品またはサービスを購入する確率が高くなると考えられる。
【００５９】
好適な実施形態において、広告者によってパスワードロックされるスイッチの数は制限さ
れる。このようにすれば、より多くのプログラマブルスイッチが、エンドユーザがプログ
ラミングできるスイッチとして残るので、ユーザは、マウスパッド１００を接続して、ソ
フトウェア１０１をインストールすることによる個人的な恩恵を受けることができる。こ
の顧客に対する付加価値によって、エンドユーザがシステムを機能的に接続するというこ
とを広告者に対して概ね保証することができる。この接続の副次的効果は、その企業のウ
ェブサイトへの迅速なリンクが提供されることである。
【００６０】
上記システムの別の主要な用途の１つは、ＬＡＮおよび／またはＷＡＮ上の様々な位置へ
のアクセスを容易にすることである。具体的には、更新機能と組み合わせて、本システム
のスイッチロック機能を活用することによって、ネットワーク管理者が、マウスパッド１
００上の様々なスイッチを、様々な会社のアプリケーション（例えば、スケジューリング
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、ｅ－メール、グループウェアアプリケーション）や文書の起動用、および、様々なサー
バに対するログオン用に定義することができる。本発明のシステムの機能によって、あら
ゆるネットワーク設定の変更を、スイッチセットデータを格納するためのものであること
をソフトウェア１０１が知っているパス内に存在するネットワーク上の一般ファイルに入
れることができる。ネットワークユーザのコンピュータが初期化されると、ソフトウェア
１０１は、予め指定されたパスをチェックして最近のスイッチセット更新について調べる
。最近のスイッチセット更新は、ユーザによる本システムのインストールのためにスイッ
チオブジェクトデータ１１４ａに再ロードされる。このようにすれば、ネットワークの変
更を実質的にトランスペアレントにして、様々な情報源に対する合理化されたアクセスを
提供することができる。このスキームを容易にするために、ネットワーク管理者は、特定
のスイッチまたは全てのスイッチをパスワードロックすることができる。
【００６１】
上記システムのまた別の可能な用途の１つは、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＮＥＴＷＯＲＫ、Ａ
ＯＬ、またはＰＲＯＤＩＧＹのようなインターネットコンテンツプロバイダのドメイン内
の様々な位置へのアクセスを容易にすることである。具体的には、更新機能と組み合わせ
て、本システムのダイナミックスイッチ設定およびロック機能を活用することによって、
このようなコンテンツプロバイダは、マウスパッド１００上の様々なスイッチを、そのコ
ンテンツプロバイダのドメイン内にある様々なグループ、位置、商業的サイト（ｃｏｍｍ
ｅｒｃｅ　ｏｆｆｅｒｉｎｇｓ）および他のコンテンツエリアを開くために定義すること
ができる。このような場合、そのインターネットコンテンツプロバイダは、マーク５００
および５０１を、その会社に関連付けられた名前または他の記号とすることができる。同
様に、インターネットサービスプロバイダは、上記のシステムを上記と同様に用いて、ユ
ーザが、競合するサービスプロバイダではなく、そのプロバイダを介してインターネット
にログインすることを支援することができる。
【００６２】
本開示内容を読んだ当業者であれば、その開示範囲内において、本発明の範囲を逸脱する
ことなく、改変例や変形例をなし得る。従って、上記の説明および図面は、本発明を説明
および例示するためのものに過ぎず、本発明は、添付の請求の範囲によって限定される以
外は、上記の説明および図面によって限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図面の図１は、情報源への制限され、合理化されたアクセスを提供する本シス
テムおよび本方法を含むコンピュータシステムの平面図である。
【図１ａ】　図面の図１ａは、情報源への制限され、合理化されたアクセスを提供する本
システムおよび本方法において利用されるコンピュータの模式ブロック図である。
【図２】　図面の図２は、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システ
ムにおけるマウスパッド部内の回路の模式ブロック図である。
【図３】　図面の図３は、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システ
ムにおけるソフトウェアおよびコンピュータハードウェア部の模式ブロック図である。
【図４】　図面の図４は、既存のコンピュータ内の情報源への制限され、合理化されたア
クセスのための本システムをインストールする手順のフローチャートである。
【図５】　図面の図５は、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システ
ムの動作を設定する手順のフローチャートである。
【図６】　図面の図６は、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システ
ムのマウスパッド部の上部の平面図である。
【図６ａ】　図面の図６ａは、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本シ
ステムのマウスパッド部と組み合わせて使用するオプショナルテンプレートの上部の平面
図である。
【図６ｂ】　図面の図６ｂは、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本シ
ステムの、ある実施形態において使用する、一体型スイッチに対応するディスプレイを有
するマウスパッドの上部の平面図である。
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【図７】　図面の図７は、情報源への制限され、合理化されたアクセスのための本システ
ムの標準動作のための手順のフローチャートである。
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